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町　税
2,664,700
（30.9%）

地方交付税
1,440,000
（16.7%）

町債
1,274,800
（14.8%）

国庫支出金
651,092
（7.5%）

県支出金
364,219
（4.2%）

繰入金
699,403
（8.1%）

地方消費税交付金
258,000
（3.0%）

繰越金
180,000
（2.1%）

その他
437,660
（5.1%）

諸収入
660,126
（7.6%）

歳入
8,630,000
（単位：千円）

歳出
8,630,000
（単位：千円）

公債費
680,644
（7.9%）

総務費
1,243,556
（14.4%）

商工費
822,149
（9.5%）

商工費
822,149
（9.5%）

教育費
1,886,215
（21.9%）

土木費
714,114
（8.3%）

衛生費
565,459
（6.5%）

その他
531,245
（6.2%）

民生費
2,186,618
（25.3%）

性質別
8,630,000
（単位：千円）

人件費
1,324,422
（15.3%）

繰出金・予備費
783,758
（9.1%）積立金

投資及び出資金
貸付金
588,298
（6.8%）

補助費等
811,839
（9.4%）

維持補修費
38,656
（0.5%）

物件費
1,433,240
（16.6%）

普通建設事業費
2,065,062
（23.9%）

公債費
680,644
（7.9%）

扶助費
904,081
（10.5%）

義
務
的
経
費

投資的経費

そ
の
他

No.613

総務課

情報防災係

http://www.town.shimosuwa.
lg.jp

E-mail=jyoho@town.
shimosuwa.lg.jp

下諏訪力の創造2014下諏訪力の創造2014

南小学校改築、赤砂崎公園整備事業、庁舎耐震改修の着実な進展と
　　高齢者や子育て世帯、教育環境、健康などに配慮した事業の拡充

　

平
成
二
十
六
年
度
予
算
は
、
最
終
年
と
な
る
南
小
学
校
の
改
築
（
校
舎
棟
第
二
期
工
事
、
プ
ー
ル
・
学

童
ク
ラ
ブ
棟
改
築
工
事
）
、
本
格
化
す
る
庁
舎
の
耐
震
改
修
、
継
続
の
赤
砂
崎
公
園
の
施
設
整
備
に
加
え
、

新
た
に
、
町
道
東
山
田
東
町
線
道
路
改
良
事
業
や
町
道
東
赤
砂
通
り
線
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
新
設
な
ど

や
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
影
響
も
あ
り
、
平
成
九
年
度
の
八
十
九
億
七
千
二
百
万
円
に
次
ぐ
過
去
二
番
目

と
な
る
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
要
望
の
多
い
施
設
修
繕
・
施
設
整
備
、
道
路
維
持
補
修
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
と
、
高
齢
者
や
子
育

て
世
帯
、
教
育
環
境
な
ど
に
配
慮
し
た
ソ
フ
ト
事
業
を
拡
充
し
な
が
ら
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
を
中
心

と
し
た
健
康
づ
く
り
や
環
境
面
に
も
着
目
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
温
か
み
の
あ
る
事
業
を
更

に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
駆
け
込
み
需
要
や
生
活
費
の
圧
迫
に
よ
り
、
消
費
者
の

購
買
意
欲
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
も
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な
税
金
を
有
効
に
活
用
し
、
町
内
に
あ
る
多
く
の
「
宝
」
を
活
か
し

個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
、
地
域
力
を
高
め
「
絆
」
と
「
支
え
合
い
」
に
よ
る
人
に
優
し
い
ま
ち
を
目

指
し
、
住
民
と
行
政
が
対
等
な
立
場
で
協
力
し
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

① 

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

赤
砂
崎
公
園
の
整
備
、
南
小
学
校
改
築
、
庁
舎
耐
震
改
修
な
ど

② 

地
域
活
性
化
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

商
工
農
業
・
観
光
振
興
の
推
進
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
、
生
活
応
援
商
品
券
事
業
な
ど

③ 

地
域
で
守
り
育
て
る
子
ど
も
支
援
策
の
推
進

保
育
所
管
理
運
営
の
拡
充
、
学
童
ク
ラ
ブ
備
品
の
更
新
、
学
校
教
育
環
境
の
整
備
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業
な
ど

④ 

環
境
、
福
祉
施
策
の
充
実

疾
病
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
障
害
者
・
高
齢
者
へ
の
福
祉
施
策
の
充
実
、

町
内
循
環
バ
ス
の
充
実
、
高
浜
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
、
焼
却
施
設
補
修
、

道
路
維
持
補
修
・
新
設
改
良
な
ど

⑤ 

行
政
改
革
の
推
進

人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
番
号
制
度
導
入
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど

●
二
十
六
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
過
去
二
番
目
の
積
極
型
予
算

一般会計予算の内訳

●性質別内訳のワンポイント解説
 性質別内訳は、歳出について同じような使われ方がするも
のを分類したものです。
人件費 　特別職や職員の給料、議員の報酬などに使われる

お金
扶助費　　法によって義務付けされている福祉や医療の費用

として給付されるお金など
公債費　　町債（借入金）の返済に充てられるお金
普通建設事業費　施設建設、道路や公園などの整備に充てら

れるお金
物件費　　消耗品、光熱水費、備品購入、事業の委託費など

に充てられるお金
補助費等　各種の補助金や負担金として使われるお金
貸付金　　商工業振興の制度融資などに活用されるお金
繰出金　　一般会計から特別会計に繰り出されるお金

　

平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
の
予

算
は
、
八
十
六
億
三
千
万
円
と
な
り
、

私
が
町
長
就
任
以
来
も
っ
と
も
大
型

の
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
と

は
い
え
徹
底
し
た
経
常
経
費
の
削
減

に
よ
る
行
財
政
運
営
の
健
全
性
を
確

保
し
つ
つ
、
中
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
「
行
財
政
経
営
プ
ラ
ン
」
に
沿
い
、

計
画
的
に
積
み
立
て
て
ま
い
り
ま
し

た
基
金
を
有
効
に
活
用
し
、
将
来
世

代
に
対
す
る
負
担
を
な
る
べ
く
残
さ

ぬ
よ
う
起
債
（
借
金
）
を
圧
縮
し
た

う
え
で
、
一
年
間
を
通
し
て
寄
せ
ら

れ
た
皆
様
か
ら
の
要
望
に
出
来
る
だ

け
応
え
る
と
共
に
、
住
民
に
寄
り
添

っ
た
暖
か
み
の
あ
る
予
算
と
な
る
よ

う
心
が
け
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
、
「
ま
ち
づ
く
り

の
三
つ
の
指
針
」
と
し
て
、
「
誰
も

が
健
康
で
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
」
「
地
域

の
資
源
や
人
の
力
を
活
か
し
、
住
ん

で
い
る
こ
と
に
誇
り
が
持
て
る
町
を

創
る
」
「
計
画
的
で
効
率
的
な
行
財

政
運
営
を
行
い
、
持
続
可
能
な
自
治

体
を
構
築
す
る
」
を
掲
げ
編
成
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
諏
訪
圏
域
の
な
か
で
も
、
急

速
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
当
町
で
す

が
、
お
年
寄
り
が
健
康
で
生
き
甲
斐

を
持
っ
て
生
活
す
る
事
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
健
全
に
育

つ
、
そ
ん
な
環
境
整
備
を
更
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
湖
畔
の
環
境
を
活

か
し
た
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
構

想
」
の
核
施
設
と
な
る
、
高
浜
健
康

温
泉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
た
ん°

歩
」
は
四

月
末
に
は
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
運
営
し
て
ま
い
り
ま

す
。
子
ど
も
は
こ
の
町
の
「
宝
」
、

子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
け

っ
と
」
を
中
心
に
各
種
子
育
て
支
援

策
を
充
実
し
、
生
み
育
て
や
す
い
環

境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
の
活
力
は
、
多
く
の
人
の
参

加
参
画
よ
っ
て
育
ま
れ
ま
す
。
お
陰

様
で
多
く
の
地
域
の
「
宝
」
が
発
掘

さ
れ
、
再
生
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
大
き
な
事
業

が
進
む
平
成
二
十
六
年
度
、
夢
と
希

望
溢
れ
る
未
来
に
向
け
、
こ
の
町
か

ら
元
気
と
魅
力
を
発
信
し
、
更
に
大

き
く
飛
躍
す
る
年
に
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

更
な
る
飛
躍
の
年
を
め
ざ
し
て

更
な
る
飛
躍
の
年
を
め
ざ
し
て

予算案の主な施策内容

会 計 別 予 算 額
【会計区分】
　「一般会計」は、町が行う
事業の大部分を占める会計で、
支出には皆さまから納めてい
ただく町税や地方交付税など
を主な財源としています。こ
れに対し、「特別会計」は、
特定の事業を行うために設け
られた会計で、支出を保険料
や使用料などの収入（財源）
で賄っています。
　また、事業によって得る収
入で支出を賄う独立採算型の
会計を「公営企業会計」と呼
び、当町では水道事業会計と
下水道事業会計がこれにあた
ります。

会　計　名 予 算 額 前年度比

特
別
会
計

企
業
会
計

一    般   　会　   計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
駐 車 場 事 業 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
交通災害共済事業特別会計
温 泉 事 業 特 別 会 計
特別養護老人ホ－ム事業特別会計
東 山 田 財 産 区 会 計
水道事業会計　収益的支出
　　　　　　　資本的支出

下水道事業会計　収益的支出
　　　　　　　　資本的支出

86億3,000万円
23億9,520万円

 770万円
 3億2,170万円

1,150万円
 3億8,560万円
2億5,880万円

 150万円
2億7,900万円
1億7,410万円

6億4,720万円
4億3,480万円

7.1％
    4.5％
 △6.1％
10.8％
△1.7％
10.3％
△6.3％
66.7％
   3.2％
△40.2％

下
諏
訪
町
長
　
青
木
　
悟

H26年から
企業会計へ
移行


